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３学期の始業式は、能登半島地震で亡くなられた方々と羽田空
港で日本航空旅客機と衝突し亡くなられた海上保安庁の方々への
黙とうで始まりました。
式では、３年生全員が志望校合格、２年生は日奈久中の立派な

リーダーになること、１年生は新入生のよきお手本となれるよう
学習や諸活動を頑張ることを伝え、目標を達成するために、果敢
に挑戦し、飛躍できる学期にしようと話をしました。
その後、学年を代表して、中村莉音さん、岡山莉愛

さん、堤大夢さんが新年の抱負を述べました。中村さ
んは新１年生のお手本になれるよう挨拶をしっかりや
って後輩を引っ張っていける人になりたい、岡山さん この度、二人の先生が日奈久中に着任されま
は勉強方法を見直し前回の自分を越えていけるように した。一人は育休から復帰された養護教諭の西
したい、堤さんは前期選抜入試に向けて頑張りたい、 本美濃先生。もう一人は松尾先生の育休代替と
と力強く発表してくれました。 して坂本中から転任された生田文明先生です。

始業式に先だち就任式を行いました。二人の
先生が挨拶された後、
丸尾うららさんが、
「新しい先生方をお

昨年１２月に新執行部役員を選出する立会演説会と 迎えし、更に多くの
選挙を実施し、１月１２日に新旧交代式を行いました。 ことを誇れるような
式では、校長が旧役員に感謝状を渡し、新執行部員に 学校にしていきたい
任命状を授与しました。その後、新会長の冨永琥太郎 です」と歓迎の言葉
さんから新専門委員長に任命状が渡されました。 を述べました。
旧役員の皆さん、この一年間、みん

なが楽しく安心して過ごせる学校にし
てくれてありがとうございました。
新生徒会の中心となる２年生は、８

人と少ない人数ですが、着実に力を付
けてきています。先輩方が築いてきた
伝統を引き継ぎ、自分たちのカラーに
生徒会を染め上げてほしいと思います。

１月１９日に人権集会を実施しました。一人一人の人権が守ら
れ誰もが幸せな生活を送ることは、私たちみんなの願いです。生
徒たちはこれまで、部落差別をはじめ差別の現実を知り、差別を
許さない態度や、自分の大切さと他の人の大切さを認め合い、違
いを尊重することの大切さを学んできました。
集会では、各学年の代表者が人権学習で学んだことを発表し、 １月１６日に薬物乱用防止教室を

熊本県子ども人権集会のビデオを視聴しました。その後、部落解 実施しました。長崎税関八代税関支
放同盟八代支部の吉本洋一さんに「私は、なぜ部落解放運動に取 署から来校され、覚醒剤や大麻等の
り組むのか？」と題して講話をいただきました。吉本さんが地区 密輸入の現状や依存症の実態につい
認定について闘ってこられた歩みを、人権保障の歴史を交えなが てお話がありました。生徒からは「薬
ら分かりやすく説明していただきまし 物の恐ろしさを知
た。最後に「人権教育を通して、部落 るとともに遠いも
外の人たちによく分かってもらわない のではないと感じ
とこの問題は解決しない」と語られ、 た。講話を今後の
水平社宣言を暗唱される姿はとても力 生活に生かしてい
強く、部落差別をはじめあらゆる差別 きたい」という感
をなくすことへの思いを胸に刻むこと 想がありました。
ができました。

どんどやの櫓づくりの準備
を生徒たちが手伝いました。

１月１４日、八代市の地域イベント、ONSENガストロ 中学生の頑張りに、地域の方
ノミーウォーキングが開催され、本校１、２年の生徒た 々もとても喜んでおられまし
ちが日奈久の魅力を参加者に紹介しました。１２月に調 た。
べた「日奈久温泉」「日奈久竹輪」についてパネルにま 手伝って
とめ説明しました。参加者から「出発地点の中学生のお くれた皆さ
見送りにほっこり癒やされました」「中学生の地域説明 ん、ありが
がわかりやすくよかった」などの感想がありました。参 とうござい
加してくれた生徒の皆さん、ありがとうございました。 ました。
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